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土
曜
大
学
で
旅
行
の
英
語 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
土
曜
大
学
「
海
外
旅
行
ミ

ニ
英
会
話
」
は
十
一
月
十
七
日
、

２
号
館
Ｌ
Ｌ
教
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
島
邦
子
准
教
授
＝
写

真
＝
が
、二
十
人
の
受
講
生
に
、

海
外
旅
行
中
に
、
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
が
運
搬
中
に
へ
こ
ん
だ
り
、

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
ト

ラ
ブ
ル
を
想
定
し
、
ビ
デ
オ
を

見
な
が
ら
会
話
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
ま
し
た
。 

 

野
大
輔
（
国
際
）
▽
秘
書
技
能

検
定
２
級 

鈴
木
麻
衣（
日
文
）

中
田
岳
史
、
山
田
恵
巳
（
以
上

経
情
）
我
妻
綾
（
文
化
財
）
室

屋
め
ぐ
み
（
食
栄
）
▽
ビ
ジ
ネ

ス
文
書
技
能
検
定
２
級 

津
山

夏
実
（
日
文
）
山
田
恵
巳
、
北

本
真
貴
、
松
田
優
美
（
以
上
経

情
）
丹
下
麻
美
（
経
会
）
吉
野

秋
絵
（
情
デ
）
亀
田
麻
衣
（
生

活
デ
） 

▽
色
彩
検
定
２
級 

酒
師
悠

介
（
国
際
）
佐
伯
佳
奈
江
（
情

デ
）
佐
藤
昌
也
（
文
化
財
）
酒

井
貴
未
（
生
活
デ
）
▽
日
春
展

入
選 

岡
田
遊
虎
（
美
工
）
▽

日
本
現
代
工
芸
美
術
展
入
選

尾
蔵
浩
平
（
美
工
） 

１
年
生
大
会
で
準
優
勝 

東
高
野
球
部 

来
季
へ
大
き
な
自
信 

 

 

金
沢
学
院
大
学
・
金
沢
学
院

短
期
大
学
の
平
成
十
九
年
度
前

学
期
清
鐘
台
奨
学
金
給
付
は
十

一
月
十
四
日
、
４
号
館
講
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
語
学
、
実
務
、

デ
ザ
イ
ン
に
関
連
し
た
八
種
類

の
資
格
・
検
定
の
成
績
優
秀
者
、

合
格
者
と
美
術
展
に
入
賞
し
た

学
生
延
べ
三
十
七
人
に
石
田
寛

人
学
長
か
ら
清
鐘
台
奨
学
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

石
田
学
長
は
「
奨
学
金
を
拠

出
し
た
皆
さ
ん
の
意
を
く
み
、

さ
ら
に
研
さ
ん
を
重
ね
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

清
鐘
台
奨
学
金
を
受
給
し
た

学
生
は
次
の
皆
さ
ん
。（
カ
ッ
コ 

 

第
十
五
回
高
校
野
球

１
年
生
大
会
石
川
県
大

会
に
出
場
し
た
金
沢
学

院
東
高
校
は
準
優
勝
し

し
、
来
シ
ー
ズ
ン
以
降

の
試
合
に
向
け
て
大
き

な
自
信
を
得
ま
し
た
。 

 

東
高
校
チ
ー
ム
は
２

回
戦
で
大
聖
寺
実
業
に

６
―
１
、
準
々
決
勝
で

金
沢
西
に
４
―
３
、
準

決
勝
で
は
金
沢
に
１
―

１
（
延
長
十
二
回
）
で

抽
選
勝
ち
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
決
勝
で
は
投

手
陣
が
桜
丘
の
強
力
打

線
に
つ
か
ま
り
、
４
―

17
で
敗
れ
ま
し
た
。 

 
石田学長から清鐘台奨学賞を受ける学生 

＝４号館講堂  

内
は
学
科
名
） 

 

◆
十
万
円
▽
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
七

百
点
以
上 

前
田
哲
宏（
国
際
） 

 

◆
五
万
円
▽
日
本
漢
字
能
力

検
定
２
級 

橋
詰
彩
乃
、
針
田

真
伍
、
本
多
美
紀
、
宮
良
桃
子
、

前
田
あ
さ
み
（
以
上
日
文
）
小

塩
俊
樹
、
雨
宮
詩
歩
、
田
内
亮

太
（
以
上
国
際
）
高
野
悠
香
（
経

情
）
吉
田
有
里
（
美
工
）
大
堂

友
里
恵
（
文
化
財
）
井
波
真
由

美
、
二
木
香
名
（
以
上
食
栄
）

▽
日
本
語
文
章
能
力
検
定
２
級

安
達
裕
梨
（
日
文
） 

▽
実
用
英
語
技
能
検
定
２
級

小
塩
俊
樹
、
椋
田
有
里
加
、
四

柳
光
崇
（
以
上
国
際
）
▽
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
五
百
五
十
点
以
上 

沖 

努力の成果に拍手 合
同
企
業
面
接
会
＝
５
号
館 

け
た
求
人
は
、
景
気
の
回
復
感 

か
ら
活
発
な
動
き
が
続
い
て
い

ま
す
。
本
学
で
も
早
々
に
内
定

を
も
ら
う
学
生
が
順
調
に
増
え

る
一
方
で
、
な
か
な
か
採
用
が

内
定
し
な
い
学
生
も
お
り
、
各

ブ
ー
ス
で
は
真
剣
な
表
情
で
話

に
聞
き
入
る
学
生
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 

 

同
日
の
面
接
会
に
は
大
学
三

年
生
も
交
じ
り
、
来
春
か
ら
の

本
格
的
な
就
職
活
動
の
参
考
と

し
ま
し
た
。 

37
人
に
清
鐘
台
奨
学
金
給
付 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大
学

の
学
内
合
同
企
業
面
接
会
は
十

一
月
十
六
日
、
５
号
館
食
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
春
の
就

職
に
向
け
て
、
ま
だ
内
定
を
得

ら
れ
て
い
な
い
大
学
四
年
生
、

短
大
二
年
生
が
、
参
加
し
た
三

十
三
社
の
ブ
ー
ス
に
陣
取
っ
て

企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
面
談

に
臨
み
、採
用
の
方
針
を
聞
き
、

自
己
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
ま
し

た
。 

 

平
成
二
十
年
度
の
採
用
に
向 

採
用
内
定
目
指
し 

 

大
学
・
短
大 

学
内
合
同
面
接
会 

 

閉
会
式
で
準
優
勝
の
表
彰
を
受
け

る
東
高
校
ナ
イ
ン
＝
県
立
球
場 

教
職
員
知
事
表
彰
に
５
氏 

 

平
成
十
九
年
度
の
私
立
学
校

教
職
員
教
育
功
労
者
知
事
表
彰

に
、学
校
法
人
金
沢
学
院
か
ら
、

中
西
茂
行
、
益
子
待
也
、
竹
味

能
成
、
前
島
修
、
佐
竹
誠
の
五

氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

は
十
一
月
十
二
日
に
石
川
県
庁

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

24
日
に
短
大
公
開
講
座 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
公
開

講
座
「
能
装
束 

船
弁
慶
を
着

る
」
は
十
一
月
二
十
四
日
午
後

二
時
か
ら
、
４
号
館
講
堂
で
開

か
れ
ま
す
。
講
師
は
宝
生
流
能

楽
師
の
渡
邊
容
之
助
氏
。
問
い

合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
０
７
６

（
２
２
９
）
８
９
４
２
へ
。 


